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１．はじめに

少子高齢化が進み，地域社会でも異年齢の子

ども同士のかかわりが減っている現代の社会状

況の中で，「幼児とのふれあい体験」は子どもた

ちにとって必要不可欠なものである。平成 年

８月に示された中央教育審議会教育課程部会に

よる「次期学習指導要領等に向けたこれまでの

審議のまとめ」と「家庭，技術・家庭ワーキン

ググループにおける審議の取りまとめ」におい

ても，教育内容の見直しとして，家庭の機能を

理解し，家族や地域の人々と協働することや，

幼児ふれあい体験など人とよりよく関わる力を

育成するための学習活動を充実すると共に他の

内容との関連を図り，実践的な学習活動を一層

充実させることが示されている。

幼児とのふれあい体験は多くの中学校で実践

されているが，伊藤 によれば，「クラス全

体による数時間の子どもの遊びに特徴付けら

れ」，幼児への接し方がわからない生徒や意欲が

見られない生徒の存在を指摘している。これで

は，生徒は幼児との関係性を深めることが出来

ないのではないかと危惧される。家庭科で実施

されている「幼児とのふれあい体験学習」の学

びの質を高めるためには，体験学習の在り方を

再考することが必要であると考える。

 
２．研究の目的

本研究は，中学校家庭科などで従来から継続

的に行ってきた「幼児とのふれあい体験」によっ

て，中学生が幼児との直接的関わりによって生

起した課題を，解決し，「幼児とのふれあい ＆

Ａ集」を作成する一連の授業を開発実践するこ

とによって，知識の習得に止まらないアクティ

ブ･ラーニングによる授業モデルを開発し，実践

的に検証することを目的とする。

３．研究の方法

（１） 本校のこれまでの「幼児とのふれあい体

験学習」の取り組みの課題

表１に，広島大学附属三原中学校２年生の１

年間の家庭科の学習内容の流れを示す。表１に

あるように，隣接する附属三原幼稚園の年中児

と中学校２年生がペアを組み，年間を通じて継

続的に交流する。園児の人数よりも，中学生の

人数が多いために，園児１名と中学生２～３名

でペアを組む。（以下その組み合わせでの園児を

ペア幼児と呼ぶ）１年間の学習の流れの柱を「幼

児とのふれあい体験学習」とし，幼児について

の学習はもちろん，衣生活，食生活と総合的に

結びつけて取り組んでいる。

昨年度までは，表 の★印以外の取り組みを

行ってきた。これまでの取り組みでの中で課題

は，次のようなことであった。

その課題とは， 年間同じペア幼児と接する

良さは十分にあるが，言葉を発することが少な

い幼児とペアになった場合，生徒は幼児とのふ

れあい方について悩み，自分自身のかかわり方

に問題があると考えてしまうことである。ある

いは，幼児とのふれあいに消極的で，どのよう

に接していいか分からず，ふれあうことに楽し

さや喜びを見いだせないでいる生徒もいること

である。

年間継続してふれあうことができるからこ

そ，「幼児とのふれあい体験学習」をより主体的，

対話的な深い学びにする必要があると考えた。

そこで次のような視点で授業開発を行った。
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（２）生徒の学びを深める「幼児とのふれあ

い体験学習」の授業開発の視点

幼児とのふれあい体験の中に，課題発見→課

題解決に向けた実践活動→実践活動の評価・改

善という一連の学習活動を組み込み，さらには

その学習活動が「主体的であるか」「対話的であ

るか」そして結果として「深い学びを実現でき

ているか」というアクティブ・ラーニングの３

つの視点を意識して授業開発を試みる。  
具体的な取り組みと開発の視点は次の通り

である。  
①  ペア幼児とのふれあいの中で，感じたこと

や悩み，分からなかったことや不安などを問

いにして，その答えを自分たちで調べ，自分

の家族や幼児の保護者へのインタビュー，幼

稚園教員へのインタビューなどで構成する

こととした。 その成果物は，子どもたちが

自分自身のふれあい体験のまとめとするこ

とと同時に，「幼児とのふれあい ＆Ａ集」と

して来年度の後輩たちが，今年度と同様に幼

児とのふれあい体験を行うときに活用する。

②  衣生活とも結びつけて，市販のバンダナハ

ンカチに，ペア幼児の名前や好きな絵などを

刺

繍して， 年間の終わりにプレゼントする。

これは，ペア幼児が毎日の弁当を包む時に

使ってくれるだけではなく，耐久性のあるも

のを製作して，将来においても使ってくれる

ことを思いながら作る。よって，秋以降は直

接かかわることが難しいが，このバンダナ製

作において，ペア幼児のことを思い描く時間

をとることにした。

４．授業開発の概要

（１）授業仮説

本授業では，「生徒が『幼児と向かいあう』

だけや『幼児の心身の発達を学ぶ』だけの学習

ではなく，主体的・対話的な学びを取り入れる

ことで，ここに存在する自分の幼い頃を振り返

り，これまで多くの人に支えられてきたことに

気づき，自分の未来を志向できるような深い学

びができるであろう」という仮説をもとに授業

開発を試みた。

これらの授業実践を主に生徒の取り組みの

姿やワークシートなどの記録，さらには ＆Ａ

などの成果物をもとに分析した。分析の視点は

表 のとおりである。

月 主な学習内容 実践的・体験的取り組み 時数
希望（のぞみ）

など家庭科以外

の時間

８年生の家庭科で何を学ぶか 家族への聞き取り①
幼児期をふり返ろう 幼児のイメージマップつくり
幼児の心身の発達と成長を考えよう①
ペア幼児との出会いに向けて 役割演技などで本番のシミュレーション
ペア幼児との出会いのふれあい体験 隣接する幼稚園でふれあう
ふれあい体験学習の振り返り プレゼントするフォトカードの作成
幼児の心身の発達と成長を考えよう②
ペア幼児の保護者と語ろうに向けて
★ペア幼児の保護者とのふれあい ペア幼児の保護者と語ろう 時間外
幼児の生活と遊びを知ろう 幼児の食生活とおやつ作りの準備
★Ｑ＆Ａ集を作ろう(7月中旬）
夏休みの課題 幼児に適したおやつの実践とレポート 時間外 夏休み
幼児の心身の発達と成長を考えよう③
住生活について
住生活について

衣生活の工夫　布を用いた小物の製作
幼児のための布選びと基礎基本の技
能の習得

幼児の心身の発達と成長を考えよう④ 家族への聞き取り②
★幼稚園の副園長先生と話そう 幼稚園の副園長先生にお話を聞く
★Ｑ＆Ａ集を作ろう(11月下旬）
幼児に適したおやつを作ろう 幼児向けのおやつの調理実習

冬休みの課題
幼児のためのバンダナのデザイン考案
と製作

時間外 冬休み

ペア幼児のためのバンダナ製作 幼児向けのバンダナの製作
幼児についての学びをふり返ろう 写真や文章で振り返る
ペア幼児へバンダナをプレゼント ビデオレターで気持ちを伝える 時間外 昼休憩
８年生の学びのまとめと９年生に向けて ペア幼児の家族よりメッセージが届く

表1　１年間の家庭科の学びの内容と幼児とのふれあい

運動会の園
児との合同演
技に向けて
幼児との踊り
練習など

(６時間）

表１ 広島大学附属三原中学校 第２学年 技術・家庭科（家庭分野）の学習の流れ
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図１ ペア幼児との出会いの場面

表２ 幼児とのふれあいを通して生徒がめざす

具体的な姿

主体的か 対話的か
深い学びの

実現が可能か

幼児とのかかわ

りにおいて，課題

を 発 見 し て 自 ら

改 善 を 試 み て い

るか。

幼 児 の 保 護 者

や 幼 稚 園 の 先 生

との会に向けて，

見 つ け た 課 題 を

も と に 準 備 を 積

極 的 に 行 っ て い

るか

幼 児 と の ふ れ

あ い に お い て 相

手 の 立 場 に な っ

て か か わ り 方 を

工夫しているか。

グ ル ー プ の 仲

間 や ク ラ ス の 仲

間 と 共 に 課 題 解

決 に 向 け た コ

ミ ュ ニ ケ ー シ ョ

ン 活 動 に 対 し て

積極的であるか

幼 児 と の ふ れ

あ い か ら 見 出 し

た課題をもとに

自 分 の 幼 い 頃 を

ふり返り，これま

で 多 く の 人 に 支

え ら れ て 成 長 し

て き た こ と に 気

がつき，これから

の 自 分 を 考 え る

こ と が で き て い

るか

（２） 授業開発

１）本題材の意義

この体験は，幼児の心身の発達を学ぶことだ

けではなく，実践的体験的に幼い子どもへのか

かわり方を学び，それを通して人への思いやり

や温かな心を育むことができるものである。幼

児とのふれあいを柱として衣食住の学びとも総

合的に関連させた。さらに幼児の家族や幼児教

育に携わっている大人の方々からも学ぶ機会を

設けた。そのことにより，人が育つことの意味

を広く学びながら，これまでの自分そして家族

の存在さらには地域社会をも見つめ，自立と共

生の視点から今後の自分の生き方にもつなげる

ことできる大変意義のある題材である。

２）生徒の実態

生徒は広島大学附属三原中学校８年生 名

で，実施時期は平成 年４月～平成 年３月の

１年間である。隣接する幼稚園のペア幼児とは

年間で 回以上のふれあいを体験する。幼児と

の交流に関しては，９割の生徒が楽しく積極的

に取り組んでいるが，半分の生徒は幼児とふれ

あうことは難しいと考えている。昨年度の家庭

科では，食生活の学習の中で，高齢者向きの食

事を作り，地域の高齢の方々をお招きしての交

流会を実施した。この時も課題を解決しながら

「誰かのために何かを作り，相手の喜びが自分

の喜びにもなる。」という体験ができた。その体

験は，幼児とのふれあいや幼児の家族とのコ

ミュニケーションにも生かそうとする姿があっ

た。

幼児とのふれあいに関して，授業の中での意

見交流を取り入れ，お互いの意見を認めあえる

受容的な雰囲気作りを大切にする。また課題解

決学習の過程において，「なぜ～なのか」「～す

るためにはどうしたらよいか」など，幼児の成

長に関して根拠をもって解決していく中で，自

ら学ぶ意欲を持ち，積極的に学んだことを発信

していこうとする共に高まりあえる集団をめざ

しながら取り組んだ。

３）指導上の留意点

指導にあたっては，幼児とのふれあいを総合

的に捉え，題材全体を通じて課題対応の視点を

取り入れ，次の 点に留意した。

①  幼児への理解を深め，その成長を支える

家族という視点も大切にするためにペア幼

児の家族と話す機会を作った。（ 月）

②  活動の過程において疑問に思ったこと

として書きとめておき，その

を追究する活動を題材全体で行い

集を残すことにした。（ 月）

③  衣食住の学びにおいても，幼児のための小

物作り，幼児のためのおやつ作り，幼児や

高齢者が生活する住環境というように幼児

についての学びを柱として題材を構成し

た。

④  題材全体を通じて， を解決するた

めに，文献だけでなく，幼稚園の先生に話

を聞いた。さらにその学びを仲間同士でフ

リップボードにまとめて，意見交流するな

ど，体験的な活動になるようにした。（ 月）

こうした指導を通して，生徒が主体的・対話

的に学び，自ら発見した課題を解決し，これか

らの生活に生かすことができるようにした。

４）授業の実際

〈ペア幼児との出会い〉 月

図１は初めてペア幼児と出会う場面である。

中学生は，園児がつけている名札を見ながらペ

ア幼児をドキドキしながら探している。４歳で
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図３ 幼児にダンスの踊りを教える場面

図４ ペア幼児の家族と話す場面

図２ ペア幼児に自己紹介する場面

ある年中児も，緊張しながら声をかけてもらう

のを待っている。

自分のペア幼児を見つけたら，ゆっくりと話

しかけて，自己紹介をしているグループが多

かった。ペア幼児によっては，元気に走り回る

子，固まってしまってうつむいている子など

様々な反応であった。

〈運動会に向けてのダンスの練習〉 － 月

この活動は，家庭科の授業ではなく，「希望（の

ぞみ）」という本校が文部科学省の研究開発で取

り組んでいる新領域の時間の取り組みである。

なりたい自分を思い描きながら，幼児とのかか

わりの中で自分自身を見つめるので，家庭科の

時間の学びをさらに「希望（のぞみ）」の時間と

を関連付けることで，より深い学びを実現する

ことができている。

〈ペア幼児の保護者とのふれあい〉 月

幼児を理解するには，その子の成長を日々支

え，導いている家族の存在が重要であることは

言うまでもない。しかしながら，生徒たちはそ

の家族の存在にまでは思いが至らない場合が多

い。そこで，２度の交流（ペア幼児と出会いそ

して踊りの練習）をした後で，ペア幼児の家族

と中学生が語り合う時間をとることにした。こ

れは，園児の家族が幼稚園に園児の迎えに毎日

来られるので，その時の 分間で「ペア幼児さ

んの家族と話そう」という会を生徒が企画する

ことにした。生徒が保護者へ聞こうと作成した

話す内容やペア幼児に関する質問 ）に

は次のようなものがあった。

ペア幼児の家族への話の内容や

・自分たちの自己紹介をする。

・実際に２回ふれあってみてのペア幼児の様子

やエピソードと共に感想を伝える。

・ペア幼児の好きなもの（本・テレビ番組・キャ

ラクター・食べ物・色など）は何か。

・家での家族とのかかわりや生活の様子など

（どんなことをして遊んでいるか）

・兄弟姉妹の存在やそのかかわりについて。

・ペア幼児が誕生した時の様子やどんな人に成

長してほしいと考えているか。

・名前にどんな願いをこめて命名されたのか。

・子育てをされる上で大切にされている事は何

か。

・子育てをされる上で大変なことや苦労は何か。

・ふれあってみて困ったことやどのように接し

ていいか分からないことを聞く。

・ダンスの練習をしてみて，うまくいったこと

やいかなかったことを伝えその時のかかわ

り方などを質問する。

また，この会を企画する時に，園児のクラス

の担任の先生との連携もが欠かせなかった。家

族の中で，その日は祖父母の参加になる場合や，

時間がどうしても合わない場合など細やかにそ

の家族に応じた対応をした。ペア幼児と中学生

のかかわりさらには，その中学生が家族とかか

わる姿を通して幼稚園教諭の立場から述べる。
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図５ 幼稚園の保護者への通信

中学生と幼児の家族とのかかわりを通して，

保護者の中学生との交流に対する意識の変化が

見られた。中学生との対話後，保護者からは，

「ペアのお兄ちゃんが，我が子のことを一生懸

命考えてくれていることが伝わり感動しました。

何より，２回しか交流していないのに，我が子

のことをとても理解してくれていて驚きまし

た。」「中学生さんからの質問を受けて，改めて

子育てについて考えるよい機会になりました。」

などの声が聞かれた。実際に保護者が中学生と

対話し，幼児とのかかわりに対する中学生の悩

みを聞くことで，保護者自身が中学生の我が子

への温かい思いを感じ，中学生と幼児がかかわ

る意義やよさを感じていった。さらには，中学

生から質問を受けることで，自分の子育てにつ

いて振り返り，我が子へのかかわりを改善しよ

うとする姿も見られた。  
また運動会当日，次のような事例が見られた。

運動会当日，体調が万全ではない幼児が一名

いた。その幼児の保護者が，「体調をみると，一

つの種目だけは出られそうだ。どうしても出さ

せてあげたい種目がある」と選んだ種目が，中

学生と踊る「お兄さんお姉さんと一緒」であっ

た。幼児もペアの中学生と踊れたことを喜び，

とても満足していた。

運動会後，どうしてその種目を選んだかを保

護者に聞くと，「中学生のお兄ちゃんと話しを

し，我が子に対して一生懸命かかわってくれて

いることが伝わってきた。我が子もお兄ちゃん

と出たがっていたし，お兄ちゃんがここまで頑

張ってきてくれたその思いに私も応えたかっ

た」と教えてくれた。

この保護者は，親子で練習してきた踊りより

も中学生との踊りを優先し，迷うことなく選ん

でいた。保護者の言葉からも分かるように，中

学生との対話を通して，保護者が中学生の我が

子への思いを理解するとともに，中学生の思い

に応えたいという心のつながりができていた。

子ども同士の異年齢のふれあいにとどめず，

保護者との対話の場面を作ることで，保護者自

身が我が子だけでなくペアの中学生へも心を寄

せて，ふれあいを見守り応援する姿勢に変わっ

ていた。また，年中児はまだ自分の思いがすべ

て言葉にならない時期であるだけに，普段の幼

児の様子や思いを保護者が中学生に代弁するこ

とで，中学生側の幼児理解が深まる。さらに，

年中児自身が保護者から中学生の思いを聞くこ

とにより，中学生への親しみや信頼が深まると

感じている。このように保護者の変容や異年齢

の子ども同士のかかわりの深まりからも，中学

生と幼児の保護者との対話は，意義あるものだ

と考えている。図４は，幼稚園の保護者にその

様子や声を伝えたものである。

〈幼稚園の副園長先生と話そう〉 月

夏までの幼児とのふれあいの中で学んだこと

を生かしながら，秋以降は幼児の心身の発達に

ついて学びを深めていった。特に，「生活習慣は

どのようにして身につくか」という問いをもと

にさらに幼児についての理解を深めていくこと

にした。次のような流れで学習に取り組んだ。  
 
①  基本的生活習慣とは何かを学ぶ。  
②  食事・睡眠・着脱衣・清潔・排泄に関しての自

分の家族へのインタビューをする。（調べ学習） 
③  ①②の中から疑問に思ったことやさらに深め

たいことを，幼稚園の副園長先生に聞く。  
④  幼児の基本的生活習慣が身に着く過程で大切

なことは何かを話し合う。  

―  ― 

図３ 幼児にダンスの踊りを教える場面

図４ ペア幼児の家族と話す場面

図２ ペア幼児に自己紹介する場面

ある年中児も，緊張しながら声をかけてもらう

のを待っている。

自分のペア幼児を見つけたら，ゆっくりと話

しかけて，自己紹介をしているグループが多

かった。ペア幼児によっては，元気に走り回る

子，固まってしまってうつむいている子など

様々な反応であった。

〈運動会に向けてのダンスの練習〉 － 月

この活動は，家庭科の授業ではなく，「希望（の

ぞみ）」という本校が文部科学省の研究開発で取

り組んでいる新領域の時間の取り組みである。

なりたい自分を思い描きながら，幼児とのかか

わりの中で自分自身を見つめるので，家庭科の

時間の学びをさらに「希望（のぞみ）」の時間と

を関連付けることで，より深い学びを実現する

ことができている。

〈ペア幼児の保護者とのふれあい〉 月

幼児を理解するには，その子の成長を日々支

え，導いている家族の存在が重要であることは

言うまでもない。しかしながら，生徒たちはそ

の家族の存在にまでは思いが至らない場合が多

い。そこで，２度の交流（ペア幼児と出会いそ

して踊りの練習）をした後で，ペア幼児の家族

と中学生が語り合う時間をとることにした。こ

れは，園児の家族が幼稚園に園児の迎えに毎日

来られるので，その時の 分間で「ペア幼児さ

んの家族と話そう」という会を生徒が企画する

ことにした。生徒が保護者へ聞こうと作成した

話す内容やペア幼児に関する質問 ）に

は次のようなものがあった。

ペア幼児の家族への話の内容や

・自分たちの自己紹介をする。

・実際に２回ふれあってみてのペア幼児の様子

やエピソードと共に感想を伝える。

・ペア幼児の好きなもの（本・テレビ番組・キャ

ラクター・食べ物・色など）は何か。

・家での家族とのかかわりや生活の様子など

（どんなことをして遊んでいるか）

・兄弟姉妹の存在やそのかかわりについて。

・ペア幼児が誕生した時の様子やどんな人に成

長してほしいと考えているか。

・名前にどんな願いをこめて命名されたのか。

・子育てをされる上で大切にされている事は何

か。

・子育てをされる上で大変なことや苦労は何か。

・ふれあってみて困ったことやどのように接し

ていいか分からないことを聞く。

・ダンスの練習をしてみて，うまくいったこと

やいかなかったことを伝えその時のかかわ

り方などを質問する。

また，この会を企画する時に，園児のクラス

の担任の先生との連携もが欠かせなかった。家

族の中で，その日は祖父母の参加になる場合や，

時間がどうしても合わない場合など細やかにそ

の家族に応じた対応をした。ペア幼児と中学生

のかかわりさらには，その中学生が家族とかか

わる姿を通して幼稚園教諭の立場から述べる。
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授業の中では，絵本の一場面（女の子がおで

かけ前に，お母さんが作っているお弁当の食材

をつめようとしてテーブルの上に，色々な具を

ぐちゃぐちゃにして広げてしまう）を提示して，

どのような声かけをするかを話し合った。絵本

とはいえ，実際にもありそうな場面で，この場

面でどう声をかけたらいいかについては，生徒

たちの考えも様々で，興味深い材料であった。

この活動では，基本的生活習慣が身に着く過程

での大人のかかわりについても，活発に論議し

て話し合うことができた。

また，基本的生活習慣そのものについても各

グループで調べ学習を行った。そして，自分の

家族へ自分が幼い頃，どのようにして基本的生

活習慣を身につけたか，大変だったことや幼い

頃のエピソードなどをインタビューしてくるこ

とにした。

生徒たちは，このような機会に今まで聞いた

ことがなかった子育ての苦労や喜びなども聞く

ことができるいい機会となった。

そうした上で，隣接の幼稚園の副園長先生に，

図６のようにグループごとにインタビューをす

る取り組みを行った。副園長先生は，これまで

の体験の中から，色々なエピソードを子どもの

立場になって，豊富な例を出しながら語って下

さった。中学生は，どのグループも，短時間で

深く学ぶことができていた。このことは，生徒

が事後に書いた感想文からもうかがえる。

５．考察

（１）第 回目の ＆Ａの記載内容について

表１の学習の流れにあるように，５月にペア

幼児に出会い，交流を積み重ね，ペア幼児と踊

る運動会の合同種目を終えた後，ペア幼児との

ふれあいを振り返りながら， ＆ を書いた。全

員分の 個の ＆Ａができた。これを表３表４

に示す。生徒たちが書いた と

を概観すると，幼児とのふれあいの中でどんな

喜びがあり，どんなことに困り課題として受け

止めていたかがよく分かった。

まず， については，表３のように分類する

ことができた。カテゴリーⅠにあるように，全

体の の ％以上が，幼児とのかかわり方をど

のようにしたら良いかというものであった。ま

た，運動会に向けてダンスを一緒にする場合の

かかわり方に関する が全体の約 ％であっ

た。

これは，ただふれあうだけではなく，運動会

という場で園児と共に踊るという大きな目標が

あるために，このような をたくさん書きだし

たと考えられる。そして，ダンスを園児に教え

る時に多くの生徒が，戸惑い，どのようにする

と踊ってくれるのだろうかと悩んだことが分

かった。

また，ダンスに限定していないが，かかわり

方の中で一番多かった は，困った時の対処法

である。特に園児が思うように反応してくれな

いという場合の問いを考えた生徒が多かった。

これは，園児との人間関係を築いていく過程で，

多くの生徒がよりよいかかわりをしようと努力

した結果であると考えられる。

さらに，その を分析してみると，表

４に一例を示したように，ペア幼児とのかかわ

りの中で，自分が困ったことや難しかったこと

を，色々な方法で解決しながらその を導

き出していることが分かる。その の根拠

を具体的に，「園児さんの保護者に聞いた話」を

もとに書いていた生徒も多かった。園児がなか

なか自分に心を開いてくれないときに，保護者

の方に聞いた園児の好きな物や遊びなどを話題

にして，何とか園児とのコミュニケーションを

深めようとしたことが分かった。

また，「私のペアさんは～だから」というよ

うに，実際にふれあって体験をもとに書いてい

る生徒がほとんどであった。しかし，このたび

の体験だけではなく，「話はだらだら言わないで

まとめたほうがいい」「砂をかけてくるのは一緒

に遊びたいから」というように，これまで自分

が人とふれあった経験知に，授業で学んだ幼児

の発達段階のことも織り交ぜて書いている生徒

もいた。そして，さらにかかわりを充実させる

ためにどうしたらよいかという視点で書けてい

る生徒も多かった。

図６ 幼稚園の副園長先生にお話を聞く場面
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カテゴリーⅠ カテゴリーⅡ カテゴリーⅢ Ｑの数

（一緒にダンスをする場合の）
幼児とのかかわり方

どのように教えたり
共に踊ったりすると
よいか

ダンスの教え方踊り方

反応がない、薄い時の対処法
思いようにならないときの対処法
泣いている時の対応
緊張のほぐし方
出会う前の不安など　
注意の仕方
砂いじりの注意の仕方
暑い時の接し方
指しゃぶりへの対処法
静かにしてほしい時の対処法
癖の注意の仕方
いたずら　暴力への対応
話を聞いてほしい時
転んだ時の対処法
甘える時の対応
コミュニケーションの取り方
出会いの時の接し方
関わるときの注意点やポイント
幼児の気持ちを知りたい
遊び方に関して
教え方
笑顔　楽しませる喜ばせるには
また会いたい遊びたいと思ってもらうには
やる気を出させるには
幼児の個性を知りたい
ほめ方
幼児の気持ちを知りたい
幼児の特性を知りたい

幼児の体の発達 水分補給

ルールの守り方
社会的生活習慣を
身につけさせるに
は

決まりやルールをも待ってないときの対処法

同級生とのかかわり
同じペア幼児の中
学生同士のかかわ
りについて

中学生の関係のありかた

その他 運動会のこと 運動会の種目の内容

（ダンスに限定していない）
幼児とのかかわり方

幼児の心身の特徴について
幼児の心の発達

困った時にどうした
らいいか

どのように接すると
よいか

さらにかかわりを充
実させるには

表３ 幼児とのふれあいに関しての第１回目の ＆ （ の分類）（７月実施）

何を話したら反応してく
れるのか。

園児さんが無口で何も話してくれないときは園児さんの保護者に聞いた好きな遊びや好きな物をテーマにした話をして反応
してもらう。その後は「今ダンスを頑張ったら後で〇〇で遊べるよ」などと声をかけることによってダンスに取り組んでくれる。
園児さんの好きなことを話に持ちかけることによって心つかむことができるのでその後も反応してくれるようになる。

どうしたら笑顔になって
くれるのか。

例えばペアさんがあまり話してくれない子だとします。話しても笑顔になってくれず、応答もしてくれません。そういうときは
ちょっと、こちょこちょをしたらいいと思います。理由はどこかくすぐったら、最低でも、フフッと笑顔で反応してくれます。それに
のっかって、「今日楽しみ？」などと聞くと必ず笑顔で反応してくれます。私のペアさんは、ちょっと恥ずかしがり屋で、話しか
けても、あまり反応はしてくれませんでした。私でも、初めての人だったら、緊張します。でも、そういうちょっとしたイタズラ心
がペアさんの心もゆるぐはずです。その後、ペアさんも笑顔でダンスなども行ってくれるようになりました。ずっと、こちょこちょ
をするのは、かわいそうだから、だんだんペアさんも心が開くと思うので、次は話しかけるだけにしようなど、見通しをもって、
ペアさんとのかかわりを大切にしましょう。

初めてあった園児さんと
話はなんですか。

園児さんは、朝6時30分〜9時30分までのアニメや戦隊ものをみています。なのでようかいウォッチや仮面ライダー（男の子）
プリキュアやアイカツ（女の子）プリパラなので園児さんがよく見ている番組を話す。最初はやっぱり自己紹介が必要なので
しゃがんで園児さんにみえやすいところで話すと名前をおぼえてくれる。好きな物とかも聞く。

他のことに夢中になっ
て話を聞いてくれない。

まずはその他のことについて興味を持ってあげよう。もし、その話が盛り上がってしまったら…「ちょっとお姉ちゃんの話きい
てくれる？」と園児さんにきいてみよう。その話したいことはあんまりダラダラ話さずまとめて言ってみよう。ダラダラ話すと、園
児さんも集中してくれなくなっちゃうから、なるべくまとめてね。

過剰に甘えてきたらどう
したらいいのか。

なかよくなって、甘えてくる園児はたくさんいます。自分たちにとっては嬉しいことですが、集まるときや、じっとしている時は
やめてほしいですよね。そういうときに厳しく注意しても、またすぐ甘えてくるのが園児さんです。だから「みんな静かにしてる
よ。〇〇ちゃんも出来るよね？」と少しプレッシャーをかけると、静かに、じっとしていられます。そして、静かにできたらしっか
りと褒めてあげます。すると、次からもちゃんとしていられるはずです。甘えてくるのは決して悪いことじゃないので優しくね。

園児さんが暴力を振っ
てきたらどうしたら良い
か。

園児さんと触れ合っていると、園児さんがうれしくなって、自分たちは何もしていないけれど、暴力を振ってくることがありま
す。私もそのとき、嫌われたくなくてあまり怒りませんでした。しかし、そうすると、もっと暴力を振るってきて、話を聞いてくれ
なくなることがあるから、何回もしてくるようであれば！一回倒れたフリ、又は痛そうなフリをして少し園児さんに伝えるのも１
つの方法です。演技が難しい場合は、厳しく注意すればいいと思います。

園児さんが笑顔で踊る
にはどうすれば良いか。

この質問には、答えには必ずこれと言うものはありません。一人ひとりに１つずつ答えはあります。私の答えは「園児さんの
成長見守り心の動きを尊重する」です。様々な不安が私たちの歳になると発生します。しかし園児さんのようにまだ自由な心
を持っている時期には、素直です。それも非常に。だがらしっかり見守り、しっかり導いてあげれば、自分の成長に喜びを感
じることができます。自由なものには自由な心で接することが大切です。

初めて園児さんと出
会ったときに元気がな
かったら。

園児さんが見知らぬ人と出会った時にすぐ笑うと言うのはない。だからまずは距離を近づけると言う意味で名前を呼ぶという
行動が効果的であると思う。「名前を呼ぶ」と言うのは親しい中での行為であると自分は考えます。つまり名前を呼ぶことで、
自分は相手に対して友好的である、と言う気持ちを示すことになるので意外とすんなり心開いてくれると思います。

園児さんのいたずら
等々に対してどうすれ
ば我慢できるか。

これは正確には我慢とは言えないかもしれません。例えば園児さんが砂をかけてきたとします。この園児さんの行動はただ
単に一般的に言う嫌がらせとは違い、相手の気持ちを引きたい、一緒に遊びたいのです。この場合、結果を考えると園児さ
んがこの行動をやめるのは、遊びたいという目的を達成したときにあります。つまり園児さんの「遊びたい」と言う気持ちを尊
重し安全な遊びにつまり（砂を投げる＝楽しい）から引き離すことで結果的には、両者の心を尊重することができます。

表４ 幼児とのふれあいに関しての第１回目の ＆ の一例（７月実施）
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授業の中では，絵本の一場面（女の子がおで

かけ前に，お母さんが作っているお弁当の食材

をつめようとしてテーブルの上に，色々な具を

ぐちゃぐちゃにして広げてしまう）を提示して，

どのような声かけをするかを話し合った。絵本

とはいえ，実際にもありそうな場面で，この場

面でどう声をかけたらいいかについては，生徒

たちの考えも様々で，興味深い材料であった。

この活動では，基本的生活習慣が身に着く過程

での大人のかかわりについても，活発に論議し

て話し合うことができた。

また，基本的生活習慣そのものについても各

グループで調べ学習を行った。そして，自分の

家族へ自分が幼い頃，どのようにして基本的生

活習慣を身につけたか，大変だったことや幼い

頃のエピソードなどをインタビューしてくるこ

とにした。

生徒たちは，このような機会に今まで聞いた

ことがなかった子育ての苦労や喜びなども聞く

ことができるいい機会となった。

そうした上で，隣接の幼稚園の副園長先生に，

図６のようにグループごとにインタビューをす

る取り組みを行った。副園長先生は，これまで

の体験の中から，色々なエピソードを子どもの

立場になって，豊富な例を出しながら語って下

さった。中学生は，どのグループも，短時間で

深く学ぶことができていた。このことは，生徒

が事後に書いた感想文からもうかがえる。

５．考察

（１）第 回目の ＆Ａの記載内容について

表１の学習の流れにあるように，５月にペア

幼児に出会い，交流を積み重ね，ペア幼児と踊

る運動会の合同種目を終えた後，ペア幼児との

ふれあいを振り返りながら， ＆ を書いた。全

員分の 個の ＆Ａができた。これを表３表４

に示す。生徒たちが書いた と

を概観すると，幼児とのふれあいの中でどんな

喜びがあり，どんなことに困り課題として受け

止めていたかがよく分かった。

まず， については，表３のように分類する

ことができた。カテゴリーⅠにあるように，全

体の の ％以上が，幼児とのかかわり方をど

のようにしたら良いかというものであった。ま

た，運動会に向けてダンスを一緒にする場合の

かかわり方に関する が全体の約 ％であっ

た。

これは，ただふれあうだけではなく，運動会

という場で園児と共に踊るという大きな目標が

あるために，このような をたくさん書きだし

たと考えられる。そして，ダンスを園児に教え

る時に多くの生徒が，戸惑い，どのようにする

と踊ってくれるのだろうかと悩んだことが分

かった。

また，ダンスに限定していないが，かかわり

方の中で一番多かった は，困った時の対処法

である。特に園児が思うように反応してくれな

いという場合の問いを考えた生徒が多かった。

これは，園児との人間関係を築いていく過程で，

多くの生徒がよりよいかかわりをしようと努力

した結果であると考えられる。

さらに，その を分析してみると，表

４に一例を示したように，ペア幼児とのかかわ

りの中で，自分が困ったことや難しかったこと

を，色々な方法で解決しながらその を導

き出していることが分かる。その の根拠

を具体的に，「園児さんの保護者に聞いた話」を

もとに書いていた生徒も多かった。園児がなか

なか自分に心を開いてくれないときに，保護者

の方に聞いた園児の好きな物や遊びなどを話題

にして，何とか園児とのコミュニケーションを

深めようとしたことが分かった。

また，「私のペアさんは～だから」というよ

うに，実際にふれあって体験をもとに書いてい

る生徒がほとんどであった。しかし，このたび

の体験だけではなく，「話はだらだら言わないで

まとめたほうがいい」「砂をかけてくるのは一緒

に遊びたいから」というように，これまで自分

が人とふれあった経験知に，授業で学んだ幼児

の発達段階のことも織り交ぜて書いている生徒

もいた。そして，さらにかかわりを充実させる

ためにどうしたらよいかという視点で書けてい

る生徒も多かった。

図６ 幼稚園の副園長先生にお話を聞く場面
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表５ 幼児の基本的生活習慣を中心に幼稚園の先生に質問した （ 月実施）

カテゴリーⅠ カテゴリーⅡ

幼い子に接する中で一番大切なこと
子どもと接するうえで大切なことは何ですか
幼児と接する時に大切なことは何ですか
面倒を見るときに特に気をつけないといけないことは何ですか
基本的生活習慣を身につけるにあたって一番大変なこと
基本的生活習慣を身につけるために大切なこと
基本的生活習慣を身につけるために必要なことは
基本的生活習慣はどのようにして身につくか
基本的生活習慣を身につけさせるためにどうするか
生活習慣を身につけさせるにはどうしたらいいですか

基本的生活習慣 多くの幼児さんにとって最も身につけることが必要な基本的生活習慣は
具体的な方法 基本的生活習慣のアニメなどを見せたりしますか

食べ物の好き嫌いをなくす上で工夫することは
好き嫌いをなくすには
園児の好き嫌いについてどうしたらよいか
どれくらい練習したら一人で食べれるようになるか
このような場面（絵本のある場面）でどうするか
夜中に泣き出したらどう接するか
暗くてこわくて眠れないときは電気をつけたまま寝させてあげるべきですか　
まくらもとにぬいぐるみを置いていたという人が多いのですがそれはどうですか
子どもが夜眠れないという話を聞いてどんなアドバイスがありますか
夜が怖くて眠れない場合はどうすればいいですか
幼児の睡眠について怖い以外で困ることはありますか
昼寝をさせるときに大切にしている事　昼寝の意味な何ですか
幼児さんが失敗した時に（排泄）どんな声をかけるとよいか
どうやってトイレにいかせるようにするか
排泄に関してどんな失敗がありますか
その時にどんな対処をすればいいですか
幼児さんが排泄するうえでの悩み困ったことは何ですか
幼児さんがは排泄する後や前にどのような声かけをしているか
なかなかトイレに行きたがらない場合はどうするとよいか
集団の中で清潔の習慣ができる子とできない子にどう接すればよいか
手を洗わない園児がいたらどう教えるか
清潔の習慣を教えるにはどんな大変なことがありますか
清潔の習慣ができるようになった時の喜びはありますか
幼児に脱ぎ着を興味を持たせるにはどうしたらいいか
うまくいかなかった場合にどんな援助をすべきか
プールなどで着替える時に一人遅れている子がいたら時間内に終わらなくても
次の活動へ行くのか
もしも自分でできなかったらできるまで待ってあげた方がいいか
幼児のつまずきの中で一番多いつまずきは何ですか
園児さんのつまずきに対してどのような声かけをするのがよいか

個性への対応 様々な子どもたちとかかわる中で個性とどう向き合っていくか
好奇心旺盛な子への対応 好奇心旺盛な子と接するうえで大変なことはありますか
わがままへの対応 子どものわがままをどの範囲まで聞けばいいか
外遊び嫌いへの対応 外で遊びたくない子にはどうしたらよいか

いきなり泣き出す子への対処法
泣いた時の対処法

うそをつくことへの対応 うそをつくことについてどう対応したらいいか
「ほめること」「叱ること」どちらに重点を置くか
どんな場合にちゃんとしかるべきか　どんな場合にほめればいいのか
子どもがやったことが親にとってダメだった時に怒るのかほめるのか
どんな場合に怒ったりほめたりしますか
本気で怒りたいと思った時にどうしますか
怒ったことについて　　怒り方について
１回教えてできなかった場合に叱るべきでしょうか
園児さんが悪いことをしたときにどのように注意すればよいか

褒め方 ほめるときのポイント
子どものやる気を起こさせるにはどのような声かけをしたらよいか
どんな声掛けが必要ですか
幼児さんとはどういう接し方がいいですか

言ってはならない言葉 幼児さんに言ってはならないこと
やる気をなくす言葉 幼児のやる気をなくすようなＮＧワードは何ですか

幼児の心の発達について 気持ち　感じ方 幼児の感じる達成感について知りたい
自分たちの幼稚園の頃のことを教えて下さい
幼稚園の先生をされていて大変だったことは何ですか
幼児と接する時に大変だと思うことは何ですか

ＮＧワード

その他

具体的な課題への対処法

５つの基本的生活習慣について
習得の過程での
周囲の大人の
援助の方法など

叱り方　注意の仕方褒め方　叱り方　声のかけ方

声のかけ方　接し方

つまずきへの対応

泣くことへの対応

褒めることと叱ること

睡眠の習慣

排泄の習慣

清潔の習慣

着脱衣

食事の習慣

幼児と関わるときに大切なこと
接し方についての
基本的な姿勢

基本的生活習慣習得の
過程で大切なこと

大切なこと　必要なこと

どのように
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図７ 幼稚園の副園長先生から学んだことをまとめたフリップボード（ ） 月実施

（２）第２回目の ＆Ａの記載内容について

第２回目の ＆Ａは， 月に隣接する幼稚園

の副園長先生と話す前に を考え，事後

として，図７のようにフリップボードに

学んだことをまとめて，グループやクラスのみ

んなの前で発表した。幼児の心身の発達につい

てより深く理解するために，基本的生活習慣に

関することを軸として，幼稚園の副園長先生に

お話を聞いたものである。表５は，生徒たちが

班単位で考えた質問すべてである。

この内容から分かることは，「幼児とかかわ

るときに一番大切なこと」「基本的生活習慣習得

の過程で大切なこと」というように，幼児が育

つ上で大切な，根幹になることを知りたいと考

えていることである。基本的生活習慣に関して

も，具体的な例を出してその援助の方法を聞き，

排泄の失敗についてどのように対処するとよい

かというように，困難な状況に対してどうかか

わるかという判断が問われるような質問をして

いた。

そして，同様に「泣いている場合」「わがま

まな状況」「うそをつくことへの対応」など具体

的な課題を提示した質問も考えていた。また「叱

ること」「褒めること」というように，人が育つ

上で，周囲の大人や家族の対応が問われ幼児と

の信頼関係の土台となる内容についても多くの

班が質問として挙げていた。

（図７）に関しては，幼稚園の副園長

先生のお話だけではなく，自分自身が調べたこ

とや，親へのインタビューを通して学んだこと

とも関連させて，自分の考えをまとめた。そし

て，仲間との意見交流のために，伝えたいこと

のポイントをフリップボードに書いた。図７を

見て分かるように，人が育つうえで大切なこと

をキーワードや短い文章にまとめている。長年

幼児教育に携わって来られた副園長の先生のお

話は納得するものが多く，その言葉をキーワー

ドにまとめている生徒が多かった。さらに，副

園長先生のお話から何を学んだかをワークシー

トの感想より分析してみる。

―  ― 

表５ 幼児の基本的生活習慣を中心に幼稚園の先生に質問した （ 月実施）

カテゴリーⅠ カテゴリーⅡ

幼い子に接する中で一番大切なこと
子どもと接するうえで大切なことは何ですか
幼児と接する時に大切なことは何ですか
面倒を見るときに特に気をつけないといけないことは何ですか
基本的生活習慣を身につけるにあたって一番大変なこと
基本的生活習慣を身につけるために大切なこと
基本的生活習慣を身につけるために必要なことは
基本的生活習慣はどのようにして身につくか
基本的生活習慣を身につけさせるためにどうするか
生活習慣を身につけさせるにはどうしたらいいですか

基本的生活習慣 多くの幼児さんにとって最も身につけることが必要な基本的生活習慣は
具体的な方法 基本的生活習慣のアニメなどを見せたりしますか

食べ物の好き嫌いをなくす上で工夫することは
好き嫌いをなくすには
園児の好き嫌いについてどうしたらよいか
どれくらい練習したら一人で食べれるようになるか
このような場面（絵本のある場面）でどうするか
夜中に泣き出したらどう接するか
暗くてこわくて眠れないときは電気をつけたまま寝させてあげるべきですか　
まくらもとにぬいぐるみを置いていたという人が多いのですがそれはどうですか
子どもが夜眠れないという話を聞いてどんなアドバイスがありますか
夜が怖くて眠れない場合はどうすればいいですか
幼児の睡眠について怖い以外で困ることはありますか
昼寝をさせるときに大切にしている事　昼寝の意味な何ですか
幼児さんが失敗した時に（排泄）どんな声をかけるとよいか
どうやってトイレにいかせるようにするか
排泄に関してどんな失敗がありますか
その時にどんな対処をすればいいですか
幼児さんが排泄するうえでの悩み困ったことは何ですか
幼児さんがは排泄する後や前にどのような声かけをしているか
なかなかトイレに行きたがらない場合はどうするとよいか
集団の中で清潔の習慣ができる子とできない子にどう接すればよいか
手を洗わない園児がいたらどう教えるか
清潔の習慣を教えるにはどんな大変なことがありますか
清潔の習慣ができるようになった時の喜びはありますか
幼児に脱ぎ着を興味を持たせるにはどうしたらいいか
うまくいかなかった場合にどんな援助をすべきか
プールなどで着替える時に一人遅れている子がいたら時間内に終わらなくても
次の活動へ行くのか
もしも自分でできなかったらできるまで待ってあげた方がいいか
幼児のつまずきの中で一番多いつまずきは何ですか
園児さんのつまずきに対してどのような声かけをするのがよいか

個性への対応 様々な子どもたちとかかわる中で個性とどう向き合っていくか
好奇心旺盛な子への対応 好奇心旺盛な子と接するうえで大変なことはありますか
わがままへの対応 子どものわがままをどの範囲まで聞けばいいか
外遊び嫌いへの対応 外で遊びたくない子にはどうしたらよいか

いきなり泣き出す子への対処法
泣いた時の対処法

うそをつくことへの対応 うそをつくことについてどう対応したらいいか
「ほめること」「叱ること」どちらに重点を置くか
どんな場合にちゃんとしかるべきか　どんな場合にほめればいいのか
子どもがやったことが親にとってダメだった時に怒るのかほめるのか
どんな場合に怒ったりほめたりしますか
本気で怒りたいと思った時にどうしますか
怒ったことについて　　怒り方について
１回教えてできなかった場合に叱るべきでしょうか
園児さんが悪いことをしたときにどのように注意すればよいか

褒め方 ほめるときのポイント
子どものやる気を起こさせるにはどのような声かけをしたらよいか
どんな声掛けが必要ですか
幼児さんとはどういう接し方がいいですか

言ってはならない言葉 幼児さんに言ってはならないこと
やる気をなくす言葉 幼児のやる気をなくすようなＮＧワードは何ですか

幼児の心の発達について 気持ち　感じ方 幼児の感じる達成感について知りたい
自分たちの幼稚園の頃のことを教えて下さい
幼稚園の先生をされていて大変だったことは何ですか
幼児と接する時に大変だと思うことは何ですか

ＮＧワード

その他

具体的な課題への対処法

５つの基本的生活習慣について
習得の過程での
周囲の大人の
援助の方法など

叱り方　注意の仕方褒め方　叱り方　声のかけ方

声のかけ方　接し方

つまずきへの対応

泣くことへの対応

褒めることと叱ること

睡眠の習慣

排泄の習慣

清潔の習慣

着脱衣

食事の習慣

幼児と関わるときに大切なこと
接し方についての
基本的な姿勢

基本的生活習慣習得の
過程で大切なこと

大切なこと　必要なこと

どのように
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主な感想の内容 人数

幼児の生活習慣の習得に関して新たな知識を得た
幼児が成長していく上で大切なことに気がついた
自分のこれまでの成長や家族への感謝の気持ちを感じた
これからのペア幼児との交流に生かしたいと感じた
その他

表６ 感想の内容の分類

幼稚園の副園長先生のお話を聞いての感想

 
・教科書には載ってない，経験した人にしか分か  

らないようなことをたくさん聞けて良かった。  
他のグループの人に話す時にしっかり伝えたい。

今日聞いたことをこれからのペアさんとの交流  
に生かしたい。  

・先生は幼児の成長のために色々なことを考えて  
幼児さんに接していることが分かった。幼児さ  
んに接するのは大変だけど叱るときはちゃん  
と叱らないといけないと思った。それがちゃ  
んと向き合うことだと思った。  

・最後の金岡先生の言葉がずしりと響きました。  
私は最近よく家族と口げんかをします。でも，  
今の習慣が身についているのは家族のおかげだ  
と知りました。幼い頃から気がついてないだけ  
でたくさんの配慮があったんだと今知りました。

先生も親も祖父母もすべての支えがあっての自  
分の命です。自分の命は自分のもので何をした  
って勝手と思っていたけど，自分の後ろにはた  
くさんの人がいることが実感できたのが今日の  
一番の学びです。  

・今日の話を聞いて，幼くても成長してもみんな  
「楽しい嬉しい悲しいさみしい」という感情  
があって子どもも大切な人格を持っている。と  
いう言葉に感動しました。幼いからって大人の  
気持ちが分からないわけではなくて，感じるも  
のだと分かりました。そして「面倒を見てあげ  
る」のではなく「明るく楽しく伸び伸び心豊かに

生活できる」というのが幼稚園の役割であって，

幼稚園のイメージが変わりました。  
・金岡先生と話してみて，幼児についてよく分か  

ったと思う。一人一人ちゃんとした自我を持っ  
ており，その上で行動していることは，大人や  
僕たちと一緒で，一人の人として接していると  
いうことにびっくりした。そして自分がこれま  
で考えていた幼児とは全く違っていた。これか  
ら幼児さんと接していく中でもっともっと考え  
ながら接さないといけないし，人格を尊重しな  
がら一人の人としてもっと深くかかわらないと  
いけないと思った。  

・幼児さんを一人の人間として尊敬して接すると  
いうことは，ペア幼児さんのおうちの方にイン  
タビューした時もおっしゃられていたので，決  
して子ども扱いばかりしてはいけないなと思い  
ました。幼児も私たちと同じく自己主張を持っ  
ているのでとても大切なことだと思いました。  
基本的生活習慣は５つすべて大事なことが分か  
りました。幼児の頃に身につけておくために周  
囲の大人は子供のやる気を起こさせるような声  
かけをしなければならないんだなと感じました。

マイナスな声かけよりもプラスの声かけの方が  
やる気を引き出すし，私たちもほめてもらった  
方が嬉しいのと同じだと思いました。  
 
これらの感想からも，幼児の成長に関して大

切なことを，深く考えた生徒が多いことが分か

る。感想の内容で分類したところ表６のように，

約 ％以上の生徒が，幼児の成長に関して新た

な知識を得てさらには大切なことに気がついて

いた。自分を見つめ，「命の尊さ」「家族への感

謝」について深く考えた生徒もいた。

６．成果と課題

生徒たちの変容を，主に ＆ の分析から考察

した。生徒は，最初は目の前の幼児との活動に

ついて関心を持ち，それについての疑問を多く

感じていた。しかし，保護者との話を通して，

家族とのかかわりや生活の様子，子育ての喜び

や苦労などを聞くことで目の前の様子だけでは

なく，背景（生活の様子や親の思いなど）を知

り幼児を多面的に見ることが出来た。さらに，

自分の幼い頃と重ね合わせることができた生徒

も多かった。そして，幼稚園の先生と話すこと

で，表４では，目の前の現象をとらえた回答が

多かったが，幼児だけに注目するのではなく表

５においては，環境とのかかわりで幼児を見る

ことが出来るようになった。仮説で述べたよう

に，主体的・対話的な学びを意識して取り入れ

たことで，生徒が心を動かし，「人が育つために

何が大切か」を自ら知ろうとしていたことが成

果である。また，授業の学びを ＆Ａという形

にしたことで，それをまとめる過程で自ら学び

を振り返り，「なぜか」「どのようにするとよい

良いのか」という課題解決に向けて動く生徒の

姿にも出会うことができた。

幼児とのふれあい体験学習は，幼稚園の先生

方との連携を深め工夫することよって，その学

びもより深くなる。 ＆ 集を学びのあしあとと

して来年度の生徒たちに伝えながら，今後もよ

り深い学びを追求したい。
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要   約 
 
 
中学校家庭科における「幼児とのふれあい体験学習」 
－アクティブラーニングによる授業モデルの開発と実践－ 

 
本研究は，中学校２年生の家庭科における「私たちの成長と家族 幼児とのふれあい」という題材名の授業にお

いて，課題を自ら解決する学習が可能なアクティブ･ラーニングを用いて、授業モデルを開発し、授業実践し、検証

することを目的とする。 

本研究で開発した「コミュニケーション能力を育成する授業モデル」は、次のような特徴を持つ。 
①幼児の保護者と生徒が直接的・間接的にかかわることによって、幼児の理解を深めた。 
②幼児とのふれあい体験の事後学習に「幼児とのふれあいＱ＆Ａ集」を作成した。 
③幼児の心身の発達をより深く理解するために、生徒は自分の家族や幼稚園教員と話し合い，課題を解決した。

④幼児とのふれあいを衣生活や食生活とも関連させた。 
以上のような授業過程や子どもたちの学習成果を分析した結果，主体的で対話的な深い学びの実現を可能とする

成果と課題を得ることができた。 
 
 
 
“Interactive Experiential Learning With Young Children” in Junior High School Home Economics 

courses 
: Developing and implementing a class model using active learning  

 
The purpose of this study is to develop, put into practice and verify a class model that uses active 

learning, which allows students to solve problems on their own, in a Home Economics class for 8th grade 
students with the theme, “Our growth and family: Interaction with young children.” 

The “Class model for nurturing communication skills,” developed in this study has the following 
characteristics. 

(1) Deepening the understanding of young children through direct and indirect involvement of young 
children’s parents and students. 

(2) Creating a “FAQ of interactions with young children,” in the post learning of the interactive practice 
with the young children. 

(3) Students having discussions with their families and kindergarten teachers and solving problems in 
order to have a better understanding of the mental and physical development of the young children.  
(4) The interactions with young children are also related to clothing and eating habits. 
We analyzed the teaching process and learning outcomes of children as described above, and were able 
to obtain the results that enable a deeper level of independent and interactive learning, as well as the 
challenges. 
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主な感想の内容 人数

幼児の生活習慣の習得に関して新たな知識を得た
幼児が成長していく上で大切なことに気がついた
自分のこれまでの成長や家族への感謝の気持ちを感じた
これからのペア幼児との交流に生かしたいと感じた
その他

表６ 感想の内容の分類

幼稚園の副園長先生のお話を聞いての感想

 
・教科書には載ってない，経験した人にしか分か  

らないようなことをたくさん聞けて良かった。  
他のグループの人に話す時にしっかり伝えたい。

今日聞いたことをこれからのペアさんとの交流  
に生かしたい。  

・先生は幼児の成長のために色々なことを考えて  
幼児さんに接していることが分かった。幼児さ  
んに接するのは大変だけど叱るときはちゃん  
と叱らないといけないと思った。それがちゃ  
んと向き合うことだと思った。  

・最後の金岡先生の言葉がずしりと響きました。  
私は最近よく家族と口げんかをします。でも，  
今の習慣が身についているのは家族のおかげだ  
と知りました。幼い頃から気がついてないだけ  
でたくさんの配慮があったんだと今知りました。

先生も親も祖父母もすべての支えがあっての自  
分の命です。自分の命は自分のもので何をした  
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ながら接さないといけないし，人格を尊重しな  
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いうことは，ペア幼児さんのおうちの方にイン  
タビューした時もおっしゃられていたので，決  
して子ども扱いばかりしてはいけないなと思い  
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囲の大人は子供のやる気を起こさせるような声  
かけをしなければならないんだなと感じました。

マイナスな声かけよりもプラスの声かけの方が  
やる気を引き出すし，私たちもほめてもらった  
方が嬉しいのと同じだと思いました。  
 
これらの感想からも，幼児の成長に関して大

切なことを，深く考えた生徒が多いことが分か

る。感想の内容で分類したところ表６のように，

約 ％以上の生徒が，幼児の成長に関して新た

な知識を得てさらには大切なことに気がついて
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謝」について深く考えた生徒もいた。

６．成果と課題

生徒たちの変容を，主に ＆ の分析から考察

した。生徒は，最初は目の前の幼児との活動に
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で，表４では，目の前の現象をとらえた回答が

多かったが，幼児だけに注目するのではなく表

５においては，環境とのかかわりで幼児を見る

ことが出来るようになった。仮説で述べたよう

に，主体的・対話的な学びを意識して取り入れ

たことで，生徒が心を動かし，「人が育つために

何が大切か」を自ら知ろうとしていたことが成

果である。また，授業の学びを ＆Ａという形

にしたことで，それをまとめる過程で自ら学び

を振り返り，「なぜか」「どのようにするとよい

良いのか」という課題解決に向けて動く生徒の

姿にも出会うことができた。
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方との連携を深め工夫することよって，その学
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